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式根島から得られた伊豆諸島初記録となるユキフリソデウオ

岩井克友 1・中江雅典 2, 3

A single specimen (122.0 mm standard length) of the scal-
loped ribbonfish Zu cristatus (Bonelli, 1820) (Lampriformes: 
Trachipteridae) was collected from Shikine-jima island, Izu 
Islands, Japan. In Japanese waters, the species has previously 
been recorded from the Sea of Japan coast (Hokkaido to Ya-
maguchi Prefecture), the Pacific coast (Hokkaido, and from the 
Miura Peninsula to the Kii Peninsula), Osaka Bay, Beppu Bay 
(Oita Prefecture), Uchinoura Bay (Kagoshima Prefecture), the 
East China Sea, Kyushu-Palau Ridge, the Ogasawara Islands, 
Yaku-shima island, and the Okinawa Islands. Thus, the present 
specimen, described herein in detail, represents the first record 
of Z. cristatus from the Izu Islands.
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 Abstract

フリソデウオ科ユキフリソデウオ属 Zuには世界中の

温帯から熱帯域に分布するユキフリソデウオ Z. cristatus 

(Bonelli, 1820)と南半球の大西洋，インド洋，および太平

洋に分布する Z. elongatus Heemstra and Kannemeyer, 1984

の 2種が含まれ（Martin and Hilton, 2021; Heemstra, 2022），

日本周辺海域ではユキフリソデウオのみが記録されてい

る（林・瀬能，2013；本村，2026）．ユキフリソデウオ

は，Jordan and Snyder (1901)により，東京湾湾口部（相

模湾）から得られた 1個体に基づいて Trachypterus ijimae

として記載されたが，その後の分類学的検討によって現

在は Z. cristatusの新参異名とされている（Heemstra and 

Kannemeyer, 1984; Martin and Hilton, 2021）．本種は散発的

に日本各地から記録されているが（林・瀬能，2013；小枝

ほか，2015；木村・松井，2023；笹木，2025），出現は稀

とされている（林・瀬能，2013）．

2017年 8月 27日にユキフリソデウオと同定される 1個

体が伊豆諸島式根島大浦海水浴場で採集された．本標本は

伊豆諸島におけるユキフリソデウオの初記録となるため，

ここに報告する．

材料と方法
得られた標本は 70%エタノールにて固定・保存した．

計数・計測方法，および体各部の名称は概ね崎山・瀬能

（2012）と小枝ほか（2015）にしたがった．体各部の計測

はノギスを用いて 0.1 mm単位で行った．なお，背鰭第

1–6軟条長については，伸長部位が複雑にからまり，計測

が困難だったため省略した．また，腹鰭の各軟条長につい

ては，左腹鰭は基部を除いた大部分が，右腹鰭は先端部が

欠損しているため省略した．生鮮時の色彩の記載は採集直

後に撮影された式根島産の 1標本（NSMT-P 152580）のカ

ラー写真（Fig. 1A）に基づく．本報告に用いた標本は国

立科学博物館（NSMT-P）に登録・保管されている．

Zu cristatus (Bonelli, 1820)

ユキフリソデウオ
（Fig. 1; Table 1）

標本　NSMT-P 152580，標準体長 122.0 mm，東京都伊

豆諸島式根島大浦海水浴場（34°19′50′′N, 139°12′28′′E），水

深 0.5 m，2017年 8月 27日，手網，日高雅生．

記載　計数形質：背鰭軟条数 133；胸鰭軟条数 11；腹

鰭軟条数 6；尾鰭軟条数 14（上葉 9，下葉 5）；鰓耙数 3（上枝）

+8（下枝）=11；側線上の板状体数 101；腹椎骨数 26；肛

門前脊椎骨数 36；脊椎骨数 67．

標準体長に対する各部位の百分率（%）：頭長 18.4；吻

長 18.6；眼径 6.9；眼窩後縁から主鰓蓋骨後縁までの長さ

7.4；上顎長 7.5；背鰭前長 16.1；腹鰭前長 21.6；肛門前長
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Fig. 1. Zu cristatus from Shikine-jima island, Izu Islands, Japan (NSMT-P 152580, 122.0 mm SL, A: live individual; B: preserved 
specimen).
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45.0；体高 27.0；頭部での体高 23.8；肛門での体高 9.8；

肛門直上での側線から背縁までの高さ 7.8；肛門直上での

側線から腹縁までの高さ 3.0；背鰭第 7軟条長 5.9；背鰭第

8軟条長 5.8；背鰭第 9軟条長 6.2；背鰭第 10軟条長 7.4；

背鰭第 11軟条長 8.5；背鰭第 23軟条長 11.2；背鰭第 44軟

条長 12.9；背鰭第 54軟条長 12.2；背鰭第 73軟条長 10.0；

背鰭第116軟条長5.3；胸鰭基底長2.2；胸鰭長（第6軟条）8.6．

体は著しく側扁し，尾部（肛門から尾鰭基底まで）が

リボン状に伸長する．体高は背鰭第 19軟条付近で最大と

なる．体背縁は吻端から背鰭起部にかけて直線的な急傾斜

で上昇し，背鰭起部から肛門直上にかけてなだらかに下降

して尾部の後半から体軸とほぼ平行となる．体腹縁は下顎

から腹鰭基底にかけてゆるやかに下降し，その後は波打ち

ながらゆるやかに上昇するが，肛門直前でほぼ垂直に上昇

し，尾部ではごく浅く波打ちながら体軸とほぼ平行に走る．

口は，端位で斜め上に傾き，後端が瞳孔中央の直下に達す

る．下顎は上顎よりも前方に突出する．鼻孔は眼の前方に

位置し，円形で，前鼻孔と後鼻孔が上下（背腹方向）に並

ぶ．眼と瞳孔はともに正円形．眼径は頭長の 37.5%，肛門

前長の 15.3%．鰓蓋は薄く，後端が背鰭第 15軟条の直下

に達する．背鰭第 1–6軟条は，鰭膜とともに著しく伸長す

るが，基部付近でのみ鰭膜によって互いに接続する．背鰭

第 4–5軟条には，軟条から垂直方向に伸長したひだ状鰭膜

が不規則に並ぶ．背鰭第 6軟条と背鰭第 7軟条は鰭膜で接

続し，背鰭第 7–133軟条は各軟条が鰭膜で末端まで前後の

軟条と接続する．胸鰭は，基底が体軸とほぼ平行の向きで

あり，前端（上端）が鰓蓋後端よりも前方に位置し，後端

（下端）が腹鰭起部直上に位置する．腹鰭は，起部が胸鰭

基底後端直下に位置し，軟条が著しく伸長し，第 1軟条に

不規則に棘状突起が並ぶ（ただし，左腹鰭は基部を除いた

大部分が，右腹鰭は先端部が欠損）．臀鰭はない．尾鰭は，

上葉が下葉よりも著しく大きく，扇状で，軟条が伸長する．

尾鰭下葉の軟条は，棘状でなく，伸長する．側線は，後側

頭管と躯幹管が湾曲しながらも 1本の管として連続してお

り，背鰭起部直下から始まり，眼の直上まで急激に降下し

たのち，肛門後方まで体背縁とほぼ平行に走る．尾部では

体腹縁に沿って波状に走るが，背鰭第 129軟条下方付近か

らゆるやかに上昇し，尾鰭下葉中央軟条基部まで達する．

体腹縁に沿って走る側線上には不規則に骨質の棘上突起が

並ぶ．鱗は円鱗で，尾部にみられる．ただし，鱗の大部分

が脱落しており，頭部や体部を含め，正確な被鱗域は不明．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1A）―体の地色は銀白色．

頭部に眼を通る 1本の黒色横帯が，尾部に 6本の黒色横帯

がある．体部にも背鰭基底付近に 6個の黒色斑が，体側下

部に 6個の黒色斑がある．頭部の黒色横帯は，瞳孔とほぼ

同じ幅で，眼の上方から始まり，眼と上顎後端を通り，頭

部腹縁まで達する．この黒色横帯は瞳孔の上下で途切れる．

背鰭第 6–7軟条と背鰭第 15–17軟条基底付近の暗色斑は眼

よりもやや小さく鞍状．背鰭第 24–29軟条と背鰭第 40–45

軟条基底付近の暗色斑は眼よりもやや大きく鞍状．背鰭第

34–36軟条と背鰭第 49–51軟条基底付近の暗色斑は瞳孔よ

りやや大きく鞍状．鰓蓋後縁後方の暗色斑は眼よりもやや

小さく円形．胸鰭基底付近の体側と背鰭第 22–24軟条基底

下方の体側中央付近の暗色斑は瞳孔とほぼ同大で円形．体

側下部の背鰭第 22–26軟条と背鰭第 45–50軟条基底下方の

黒色斑は眼とほぼ同大で楕円形．背鰭第 32–39軟条基底下

方の暗色斑は，側線上から体腹縁までの楕円状．尾部の暗

色横帯は等間隔に並び，後方に行くにつれ幅が広くなる．

背鰭第 1–3軟条とその鰭膜は基底からしばらくは朱色と薄

い朱色の幅広い縞模様だが，基底からの距離が肛門前長と

同程度の位置から末端まですべて薄い朱色．背鰭第 4–5軟

条は基底からしばらくは朱色と薄い朱色の幅広い縞模様

で，ひだ部分が朱色であるが，ひだ部分も軟条も半分付近

から末端まで褐色．第 6軟条は朱色と褐色の不規則な縞模

様．背鰭第 6軟条より後部は地色が無色透明だが，背鰭第

7–21軟条，背鰭第 24–29軟条，背鰭第 34–37軟条，およ

び背鰭第 41–43軟条は基底から半分付近まで朱色．腹鰭は

基底から末端に向かって朱色と薄い朱色の幅広い縞模様．

尾鰭は基部付近が朱色で，上葉と下葉がそれぞれ黒色と灰

白色．

固定後の色彩（Fig. 1B）―体は銀白色であるが，一部

はグアニンが脱落しており，薄い褐色．頭部と尾部の横帯，

および体部の斑は褐色．背鰭第 1–3軟条は一様に白色．背

鰭第 4–5軟条は基底からしばらくは薄い褐色と白色の幅広

い縞模様で，半分付近から末端までは褐色．ひだ部分は褐

色．第 6軟条は白色と薄い褐色の不規則な縞模様．背鰭第

6軟条より後部，腹鰭は白色．尾鰭は基部付近と下葉が白

色で，上葉が褐色．

分布　本種は世界中の温帯から熱帯域に分布しており
（Heemstra and Kannemeyer, 1984；林・瀬能，2013; Martin 

and Hilton, 2021），日本国内では，北海道の日本海と太平

洋沿岸，青森県から山口県の日本海沿岸，三浦半島から紀

伊半島の太平洋沿岸，小笠原諸島，大阪湾，大分県別府湾，

鹿児島県内之浦湾，東シナ海，九州・パラオ海嶺，屋久島，

および沖縄諸島から報告がある（林・瀬能，2013；小枝ほか，

2015；工藤ほか，2019；木村・松井，2023；笹木，2025）．

本研究によって新たに伊豆諸島の式根島からも確認され

た．

備考　本標本は鱗が剥がれやすい円鱗であること，尾
鰭が上葉と下葉で分離すること，尾鰭下葉の軟条が伸長

すること（稚魚期の特徴），側線が尾部では体腹縁に沿っ

て波状に走ること，および体腹縁が波打つこと（稚魚期

の特徴）などにより，Walters and Fitch (1960)，Heemstra 

and Kannemeyer (1984)，および Martin and Hilton (2021)の
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定義したユキフリソデウオ属 Zuと同定された．本属には

Z. cristatusと Z. elongatusの 2種が知られているが，本標

本は背鰭軟条数が 133であること（後者は 138–147），側

線上の板状体数が 101であること（125–143），脊椎骨数が

67であること（84–88），および体高が肛門直前で急激に

低くなること（急に低くならない）などの形質が Heemstra 

and Kannemeyer (1984)とMartin and Hilton (2021)によって

示された Z. cristatusの標徴と一致したため本種に同定され

た．

本標本は尾鰭下葉の条数（5）と肛門全長に対する眼径

（15.3%）が，Heemstra and Kannemeyer (1984)が示した標

徴の値（1–5と 13–16%）と一致するが，Martin and Hilton 

(2021)が示した標徴の値（2–3と 5.1–7.2%）よりも大きい．

また，本標本の肛門前脊椎骨数と腹椎骨数はそれぞれ 36

と 26であるが，Heemstra and Kannemeyer (1984)とMartin 

and Hilton (2021)が示した Z. cristatusの標徴の値（前者は

32と 22–24，後者は 32–33と 22–24）と一致しない．しかし，

Heemstra and Kannemeyer (1984)と Martin and Hilton (2021)

が示した Z. elongatusの標徴の値（前者は 38–40と 29–31，

後者は 37–40と 29–32）と一致せず，その他の計数形質

と計測値は Heemstra and Kannemeyer (1984)と Martin and 

Hilton (2021)が示した Z. cristatusの標徴と概ね一致するた

め，本研究ではこれらの差異を種内変異と判断した．

本標本の背鰭第 6軟条と第 7軟条は鰭膜で接続してお

り，小枝ほか（2015）と木村・松井（2023）が報告してい

る個体の特徴とは異なる．しかし，本標本は両者が報告し

た個体（前者の標準体長は 471.2 mm，後者は 241.1 mmと

211.3 mm）より小さく，稚魚期初期の特徴が残っていると

判断した．

本種を含むユキフリソデウオ属は仔魚期から稚魚期初

期にかけては有光層で遊泳生活をおくり，稚魚から成魚に

なるにつれ次第に深海へと移動していくと考えられてい

る（Martin and Hilton，2021）．日本周辺海域においての本

種の報告もこれと概ね一致している（木村・松井，2023）．

一方，本個体は海水浴場という極めて浅い環境で採集され

た．Martin and Hilton (2021)は稚魚期初期の本属が沿岸浅

所やサンゴ礁域に出現するとしているが，これまでの日本

における本種稚魚の報告は主に沖合の表層から中層で採集

された個体に基づいており（小枝ほか，2015；木村・松井，

2023），海水浴場のようなごく浅い沿岸域が通常の生息場

所であるかは明らかでない．ただし，写真記録では比較的

沿岸域のものと思われるものもみられることから（工藤ほ

か，2019；神奈川県立生命の星・地球博物館，2026），そ

れらや式根島に出現した個体は海水流動によって沖合の有

光層から沿岸域に流されてきた可能性が考えられる．

Jordan and Snyder (1901)と工藤ほか（2019）は相模湾か

ら本種を報告しているが，伊豆諸島からの報告はなかった．

そのため，本標本が伊豆諸島からのユキフリソデウオの初

記録となる．

本研究では Heemstra and Kannemeyer (1984)とMartin and 

Hilton (2021)の標徴に基づき，本標本を Z. cristatusと同定

した．しかし，先述したように，肛門前脊椎骨数が 36，

腹椎骨数が 26であり，先行研究で示されている値よりも

大きく，先行研究で示された種内変異の範囲と同様かそ

れ以上の差異がある（Table 1）．これまでの日本からのユ

キフリソデウオの報告では，Fitch (1964)を除き，肛門前

脊椎骨数と腹椎骨数が示されていない．Fitch (1964)は Z. 

cristatusの記載に静岡県伊豆半島産の標本を用いており，

Table 1. Selected morphological characters of Zu cristatus.

Present study
NSMT-P 152580

Heemstra and Kannemeyer (1984)
n = 6

Martin and Hilton (2021)
n = 17*

Standard length (SL; mm) 122.0 173–950 5–872
Counts
 Dorsal-fin rays 133 120–150 120–151
 Pectoral-fin rays 11 10–12 10–12
 Pelvic-fin rays 6 5–7 6–7
 Upper caudal-fin lobe rays 9 6–12 8–9
 Lower caudal-fin lobe rays 5 1–5 2–3
 Caudal-fin rays 14 — 10–12
 Gill rakers (upper + lower) 3 + 8 2–3 + 8–9 2–3 + 8–9
 Lateral-line plates 101 99–106 96–106
 Preanal vertebrae 36 32 32–33
 Precaudal vertebrae 26 22–24 22–24
 Total vertebrae 67 63–69 63–69

Measurements
 Preanal length (% of SL) 45.0 41–48 40.6–50.1
 Body depth (% of SL) 27.0 20–26 19.7–21
 Eye diameter (% of SV**) 15.3 13–16 5.1–7.2

*Although Martin and Hilton (2021) examined 17 specimens, their study included larvae (e.g., 5 mm TL) and data in the species 
diagnosis synthesized from the literature and specimens. **Snout to vent length (= preanal length).



Ichthy 71 ǀ 2026 ǀ 18

Iwai and Nakae — First record of Zu cristatus from the Izu Islands

腹椎骨数を 24と示している（肛門前脊椎骨数は示してい

ない）．また，Z. cristatusの新参異名である T. ijimaeのホ

ロタイプ（NSMT-P 590，標準体長 152.2 mm，東京湾口，

採集日・水深不明）の肛門前脊椎骨と腹椎骨を計数したと

ころ，それぞれ 36と 27であった．これは式根島産標本の

計数値と非常に近い．本標本の体高も僅かであるが先行研

究で示された値よりも大きい（Table 1）．本研究ではこれ

らの差異を Z. cristatusの種内変異と判断したが，今後，T. 

ijimaeの有効性の再検討も含め，日本近海のユキフリソデ

ウオについての詳細な研究が必要と考えられる．
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